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日本家族社会学の社会学

うに生きるのかという人生設計の課題を援助する必要がある。
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＊慶雁義塾大学大学院社会学研究科社会学専攻

日本家族社会学の社会学

－小山隆とアメリカ社会学との関係から－

水野宏美＊

1．問題の所在

２０世紀を終え，［1本の家族研究は戦後の膨大な研究蓄積を整理する時期にある。戦後の展開を振り

返ってみると，家族の実証研究の前提となる家族概念および家概念をめぐっては概念的諸議論があり，
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なかでも核家族概念の妥当性，研究上の有用性をめぐる山室周平と森岡清美らによる「核家族論争｣，日

本の「家」と家族概念をめぐる「有賀・喜多野論争」は，大きな論争として家族社会学者に記憶されて

いる。これらの論争は１９６０年代を通して継続されたが，1970年頃から核家族概念に基づく枠組みに依

拠した集団論的研究が優勢（田淵，1999）になり，１９６０年代後半から１９７０年代にかけては，小集団と

しての核家族というパラダイムを前提とした理論研究が多くなった。この核家族パラダイムと整合的で

あったのが，役割理論（象徴的相互作用論)，構造・機能理論であった。

以下で家族社会学の展開を見ていくが,家族社会学の成立期をいつと見るかは，森岡(1981)のように

戸田貞三の『家族の研究』（1926)とする見方のほか，核家族論争や，戸田の『家族構成』（1937)の家族

研究のあり方の評価をめぐる「有賀・喜多野論争」が始まりその後の研究の流れが方向づけられた

１９６０年代とする見方がある。ここには，戸田を家族社会学のなかにどのように位置づけるかという問

題があるわけであるが，ただ，戦後においては１９６０年代が重要な時期であったというのは，家族社会

学を研究する者にほぼ共通した認識となっているようである。

戦後，家制度が否定され，新しい民主的な家族モデルを求めて欧米の諸理論が参考にされたが，なか

でもバージェスとロック，マードック，グード，パーソンズの影響力は大きかった。バージェスに依拠

した「制度家族から友愛家族へ」にあわせて、マードックに依拠した「直系家族から核家族へ」という

変動論が論じられるようになったことは，よく知られている。その核家族をパラダイムとした研究に対

して，その後，フェミニズム，社会史の影響を受けた近代家族論、構築主義的研究などからの批判や提

案が相次ぎ，当たり前だと思われてきた家族のかたちを相対化する主張が出て，近年の家族社会学は方

法論の再検討といった課題に直面する段階にきている。池岡(2003)も，１９６０年前後に確立された実証

主義的な家族研究がポスト実証主義的な家族研究のチャレンジを受けているのが家族社会学研究の現状

である，という認識を持っているのである。

こうして見てみると，ｌ）小山隆が中心となって１９５５年に発足した家族問題研究会や，その後に森岡

清美が中心となって１９６８年に発足した家族社会学セミナー（1991年に日本家族社会学会へと発展的

解消）のテーマの変遷などを歴史的に検討する作業，２）戦後，核家族をパラダイムとして展開した日本

家族社会学を，欧米と〈にアメリカの研究動向を日本に受容する問題との関係から検証する作業、はと

りわけ重要であると思われる。

本研究では，家族社会学の領域内で家族社会学の展開をどのように把握しているのかを明らかにする

とともに（２節)，戦後ＧＨＱの一部局である民間情報教育局ＣＩＥやユネスコを経験した小山隆が戦後日

本の家族社会学を組織的にもリードした経緯をおさえ（３節)，この展開のなかで家族社会学から零れ落

ちた家族研究があることに触れておきたい（４節)。

2．日本家族社会学の展開

家族社会学の展開を見るとき，森岡(1981)は戸田貞三『家族研究』（1926)，敗戦，第９回国際家族

研究セミナー(1965)という出来事によって４期に区分して整理している。敗戦より前を，戸田の『家族

研究』が著された１９２６年以前と以後に区分して，前者を家族社会学成立の前史としている。1期の理論

的背景はコント，スペンサー，２期の理論的背景はマックス･ヴェーバー，デュルケムである。他方戦後

については，第９回国際家族研究セミナーが東京に招致された1965年を境に，大きく２期に区分して

いる。３期の理論的背景はアメリカのパーソンズに代表される構造機能主義であり，４期もとくにアメ
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表

森岡(1981） 石

区分

l）１９２５年まで

(進化論的発想による制

度的巨視的研究）

2）1926-45年

(日本家族社会学成立）

3)1946-65年

(家族変動論・構造機能

主義）

4）１９６６年以降

人物

ハ．賀長雄

建祁遮喬

iiiIIlll胴郎

柚桔陳重

戸田貞三『家族研究」

岡田謙

牧 岬 巽

鈴木栄太郎

f１.賀喜左衛門

小山隆

喜多野清一

及川宏

善生永助

清水磯光

玉城謡

喜多野清一

小山隆

第９ｕ国際家族研究セミ
ナー

南多111:清一

ﾉ｣

姫岡勤

上子武次

森岡清美『家族周期論」

望月嵩

坪内良博・前出成文

区分

l）１９４５年までの戦前期

(科学的・実証的研究の

形成期）

2）１９５０年代末までの戦後

期

(家族近代化論と伝統的

家族研究の並立・競合）

3）１９６０年代

(家族社会学の確立期）

4）１９７０年代

(定着・発展期）

5）１９８０年代

(パラダイムの動揺期）

8３

(1992）

人物

戸川貞二『家族構成」

(集団論的アプローチ）

ｲj､賀意左衛lｊＩｌ

鈴木栄太郎

(制度論的アプローチ）

川島武宜

小山隆（家族近代化論）

喜多野清一・岡 謙

(伝統的家族研究）

I｣l室間平ｖｓ・森岡清美，

老川 斑（核家族論）

小山隆（構造機能主義）

小山ら

姫岡ら

山根常男

森岡清美「家族周期論」

上子武次

家族問題研究会

家族社会学セミナー

石原邦雄

野々山久也

(集合論パラダイム補強）

女性論

新しい社会史・家族史

家族政策への笈請と，こ

れに批判的なマルクス主

隻侭的なアプローチ

ライフコース論（森岡）

(熊合論'ぐうダイム動揺）

リカを中心とした研究者たちとの協力が見られるとする。

それに対して，石原(1992)は，科学的な社会学的家族研究の成立と展開を跡づける観点から，布施

(1987)に対応して，次の５期に区分している。ｌ）科学的・実証的研究の形成期（1945年までの戦前
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期)，２）家族近代化論と伝統的家族研究の並立・競合（1950年代末までの戦後期)，３）家族社会学の確

立期（1960年代)，４）定着・発展期（1970年代)，５）パラダイムの動揺期（1980年代）である。

森岡(981）と石原(1992)の両者の違いを比較するために，ここに表を作成してみよう。

3．小山隆の働き

戦前から実証的家族研究に携わっていた小山隆が，１９４６年にＧＨＱの一部局である民間情報教育局

CIE(CivillnformationandEducationSection)の世論および社会調査部顧問となり，家族調査研究を

担当したことは，小山にとってだけでなく，日本の家族研究にとって大きな転換点となった。戦前には

制度的・歴史的観点からなされることの多かった家族研究が一変することになるのである。

小山は，ＣＩＥでアメリカの科学的な社会調査に基づく実証的な研究の影響を受け，戦後の日本の家族

研究を構想した。人類学者マードック『社会構造』（1949)の核家族論などアメリカの影響は強かった｡

小山が１９５５年に家族問題研究会を組織したこと，国際的な家族研究の基礎を築いていたこと，の今日

的意味は大きい。

家族問題研究会は，戦後の社会的変革，とりわけ旧家族制度の解体によって現実の家族にどのような

問題が発生するのか解明することを目的とした。社会学のほか、隣接分野の研究者，家庭裁判所や国立

精神衛生研究所などの実務家も参加する学際的な家族研究の場であり，研究と実践の連携まで視野に入

れていた。この共同研究の成果として，計量調査と事例調査を併用した「現代家族の研究：実態と調整』

(1960)，『現代家族の役割構造：夫婦･親子の期待と現実」（1967)，「現代家族の親子関係：しつけの社会

学的分析」(1973)など三部作があり，また家族問題研究会は，１９７５年から『家族研究年報』の刊行を始

めている。山室周平は，小山に指導された家族問題研究会の特徴として，学際性，理論と実践の統合．

国際性，若手研究者の研究の尊重，の四点を挙げた。この家族問題研究会は，現在でも活発な活動が続

いている。

１９６３年に小山は，ユネスコ・フェローとして，アメリカ・イギリス・ドイツの主要な家族研究者を

訪ね，とくにミネソタ大学のＲ・ヒル，ハーバード大学のＥヴォーゲルらと交流を深めた。１９６５年９月

には，第９回国際家族研究セミナーが東京に招致されることとなる。この国際家族研究セミナーの母体

は，国際社会学会の家族研究委員会(ISA'sCommitteeonFamilyResearch)で，委員長のヒル教授の

指導のもとに，小山が組織委員長となって日本ユネスコ国内委員会と日本社会学会の共催で行われた。

喜多野清一，牧野巽，岡田謙，山室周平，山根常男，青井和夫，中野卓が組織委員で，事務局担当は森

岡清美であった。高田保馬，綿貫哲雄，新明正道，武田良三，尾高邦雄〆福武直らが会場に姿を見せた。

このセミナーは，日本の家族研究が国際的接触面を急速に拡大するのを促した。このインパクトのもと、

森岡清美を中心として１９６８年に家族社会学セミナーが発足し，１９９１年に解散，日本家族社会学会が設

立されることになる。

4．結語

こうして家族社会学の王道とも言うべき道筋が示されたわけであるが，実は，２節に示した表には，

家族を社会学的に取り扱った研究でありながら、家族社会学の展開から抜け落ちた家族研究群がある。

石原は，核家族論争，構造機能主義の影響，第９回国際家族研究セミナー，『家族社会学」の教科書作成

が見られた１９６０年代は家族社会学の確立期であるとしながら．この時代を次のように反省する。
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「要するに，この時期にいたって，個別の対象（家ではなく家族）を持ち，独自の研究枠組みと方法

(近代家族の集団論的パラダイム）についての幅広い合意が形成されたことをもって，日本における家族

社会学が確立されたといえるであろう。しかし，これは反面においてある種の偏りをもったものであっ

た。戦前からの多くの実績を持つ，家と同族団に関連した研究はこの時期も成果を出し続けていた。し

かし，核家族論と構造機能主義を基洲とする家族社会学の体系化の流れは，こうした研究の成果を十分

に吸収し，継承するまでにはならなかったことは否めない」｢家族社会学セミナーもこの課題に取り組ん

だが，十分に成功したとはいえない」（石原，1992:65-66)。

このことは森岡自身も認める点である。「家族社会学セミナーに，有賀喜左衛門や中野卓が関わらな

かったことは，家族を制度体として捉える立場，地域共同体や全体社会の構造の一部として扱う立場が

弱くなる結果を招いたと考えられる」（森岡，1992:７)。森岡清美は二足のわらじで，宗教社会学から家

を，家族社会学から家族を研究したと評された。それは取りも直さず，有賀流の「家パラダイム」と，

そこから区別することから生成した「核家族パラダイム」をIJI:究のiiiIj輪としたという意味である。

戦後の核家族論をリードしたと目される小山隆は，『山間栗落の大家族』に見られるように，彼自身も

また戦前には大家族の研究をしていた。だが戦前から戦後にかけて，その研究姿勢は断絶するものでは

なく，一貫して実証的に家族の現実を客観的に把握していたのであり、戦後の民主改革のなかで，小山

は現代家族の現実問題を見ることに力を注いだのだとされる。通常科学化の過程における家族社会学の

功罪は，家族社会学という枠組みから零れ落ちた家族研究群を視野に入れつつ，詳細に検討されるべき

重要な課題となっていると考えられる。
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観光地におけるく歴史〉の役割

一一鎌倉を事例として－

局 岡文章＊

０．はじめに

鎌倉市はおよそ１７万人の人口を抱える郊外住宅都市であると同時に，年間約2,000万人の来訪者が

訪れる日本有数の観光地でもある。鎌倉の観光資源は寺社，旧跡、やぐら，切り通し，自然植物，海

岸，マリンスポーツなど様々であるが，なかでも歴史的な観光スポットの人気は突出している。また観

光ガイドブックにおいても鎌倉が「古都」「歴史都市」であることが強調されている。本研究は，鎌倉に

おいてく歴史〉が果たす役割について考察を行った。歴史という語は通常，時間的な連続性を有し，特

定の時間軸上にプロットされるものを指す。しかしここではそのような歴史学的な用法とは対照的に，

あくまでも観光対象としてまなざされ消費される過去・伝統・昔。古さなどの総称としてく歴史〉とい

う語を用いている。

本研究は（１）鎌倉という地域がく歴史的な場所〉と見なされるようになるプロセスをたどり，（２）現

在の鎌倉において〈歴史＞がどのように機能し，把握され、変容しているのかを明らかにする，という

二つの作業を通じて，鎌倉におけるく歴史〉の役割，および鎌倉の観光実態を多角的に探究することを

目指した。

1．〈歴史化＞のプロセス

鎌倉は京都や奈良と並んで古都と呼ばれ，日本屈指の歴史的な観光地とされている。鎌倉の〈歴史性〉

や「古さ」は，まず鎌倉時代や中世を連想させるその地名によって正当化されており，また古都保存法

によって法制化されている。しかし現在の鎌倉には鎌倉時代の遺構はほとんど存在しない。現存する最

古の建築物は円覚寺舎利殿だがその創建年代は室町前期とされており，それ以外の多くの寺社建築は主

に江戸期から明治期にかけて再建/創建されたものである。鎌倉は内部/外部の多様なまなざしによって

〈歴史化〉されてきたのである。

そこでまずは明治期以降の鎌倉の歴史を辿ることにより．鎌倉が〈古都〉〈歴史都市〉と見なされるよ

うになるプロセスを明らかにすることを試みた。明治初期の鎌倉はさびれた農漁村であったが，東海道

線や横須賀線の開通を主な契機として，結核療養地・保養地・別荘地として繁栄するようになった。特

に関東大震災後は郊外化の拡大に伴って郊外住宅地として整備が進んだ。

このように明治期の鎌倉が〈歴史的な場所〉ではなかったという事実はいくつかの先行研究がすでに


